
令和５年度 薩摩川内市立手打小学校 学校だより ２ 月 号

て う ち
３ 月 の 目 標

（安全）安全な生活ができるようにしよう
（生活）新学期への目標をもとう
（保健）よりよい健康生活について考えよう
（給食）よりよい食生活について考えよう
（読書）新学期への目標をもとう

Ｒ６．２．２１

研究授業１・2年生の様子

また，手打小に遊びに来てね！！
８日(木)から１６日(金)まで５年

生のＫ・Ｔさんが手打小で一緒に
学習しました。短い間でしたが，
子どもたちと仲良くなり，休み時
間は楽しそうに過ごしていました。
また，手打に遊びに来てくれるといいですね。

花とあいさつと表現の学校

「正しいしつけは子どもへの大切な贈り物です」

森信三さんという方の「しつけの根本原則三カ条」
について，鹿児島県教育委員会が作成している『か
ごしま家庭教育ナビ』に掲載されていました。その三カ
条は，「あいさつ」，「返事」，「履き物をそろえる」で
す。あいさつは，コミュニケーションにとって必要不可
欠なものです。あいさつがきちんとできる子に育てるこ
とは，子どもの将来を見据えた大切なしつけです。
「ハイ」という返事のしつけは，子どもの責任感を育む
ことにもつながります。脱いだ履物をそろえることは，後
始末をきちんとして，次への準備をすることです。 ご
家庭でも，朝，必ず親にあいさつをする子にすること，
親に呼ばれたら必ず「ハイ」とはっきり返事のできる子
にすること，履き物を脱いだら必ずそろえ，席を立った
ら必ず椅子を入れる子にすることなどを意識していた
だけると助かります。
『かごしま家庭教育ナビ』は，鹿児島県教育委員

会のＨＰから見ることができます。ぜひ，参考にされて
みてください。

笑顔のたすきをつなぐ
校 長 森 木 淳 一

辺り一面薄茶色だった校庭に、少しずつ緑色

の芝や草が見え始めてきました。春を待ちきれ

ない植物たちが顔を出して、春の訪れを今か今

かと待っているようにも見えます。春はもうそ

こまで来ています。

さて、新型コロナウイルス感染症の位置づけ

が昨年５月から「５類感染症」になって９か月

経ちました。学校で大きく変わったことといえ

ば、やはり「ノーマスク」の子どもたちが増え、

好きなときに、思い切り笑ったり、会話をした

りできるようになったこと。そしてなんと言っ

ても子どもたちの笑顔が見られることです。

子どもたちの笑顔は本当に輝いています。子

どもの笑顔を見ると私も笑顔になります。本当

に伝染するんですね。マスクなしでも自由に会

話ができるようになって本当に良かったなあと

心から思います。

笑顔の人につられて一緒になって笑うと、周

囲の人たちも一体感や安心感が生まれ、その人

の気分を明るくし、それを見た笑顔の人はさら

に明るい気持ちが増幅され幸福感が高まるそう

です。笑顔の人の周囲に「幸せのオーラ」を感

じるのにはこうした理由があるんですね。

また、６年生の国語の教材に心理学者である

中村真さんが書いた「笑うから楽しい」とう短

い説明文があります。私たちの脳は、体の動き

を読み取り、それに合わせた心の動きを呼び起

こすという素晴らしい機能を持っていることか

ら、「楽しいから笑うのではなく、笑うから楽

しいのだ」という内容です。笑うことによって、

安心感や明るい気持ちが正のスパイラルとして

働き、自分はもちろん、周りの人にも波及して

いくことを改めて実感します。

学校の元気の源は、子どもたちの笑顔である

と思います。その子どもたちを笑顔にしていく

のは私たち大人であると思っています。そして

子どもたちの笑顔を見ると、また私たちは穏や

かな気持ちになり、まるで「笑顔のたすき」が

つながっていくようです。

現在、県内では「世界最長の駅伝大会」とし

ても有名な県下一周駅伝が行われ、毎日各地区

各選手の熱いたすきリレーの様子が紹介されま

す。私たちも常に笑顔の

ランナーとなって子ども

たちに「笑顔のたすき」

をつなぎ、楽しさと安心

感を広げていくことはと

ても素敵なことですね。



３月の主な行事予定
１日(金) 薩摩川内いじめのない学校づくりの日

６年生を送る会①
お別れ遠足②～⑤

４日(月) かのこゆりバス
５日(火) 親子読書

卒業式全体練習
７日(木) 委員会活動
１２日(火） 卒業式全体練習

海星中学校卒業式
１５日(金) 卒業式予行練習
１８日(月) 卒業式全体練習
１９日(火) かのこ幼稚園卒園式

小中連絡会
２０日(水） 春分の日
２１日(木) 卒業式準備
２２日(金) 卒業式・美化清掃
２５日(月） 修了式・離任式①・大掃除②
２６日(火） ＰＴＡ送別会

校内研究授業を実施しました！！
７日（水）は校内

研修の研究授業を１
・２年生で実施しま
した。教科は算数で
す。先生たちが見守
るいつもとは違う雰
囲気の中，子どもた
ちはそれぞれの課題
について一生懸命に
取り組むことができ
ました。１年生では自分の考えをホワイトボード
で説明したり，似ている考えをまとめたりするこ
とができました。２年生でも自分の考えを教師に
説明したり，自らテープ図を書いたりすることが
できました。
複式の授業のスタートの１・２年生として多く

の成果がみられた授業でした。今後も研修を深め，
授業の改善に努めてまいります。

ホワイトボードを使って説明

こっぱいもづくり
８日（木）は，

３・４年生に本町

高齢者クラブの皆

さんから，こっぱ

いもづくりを教え

ていただきました。

学校で育て収穫し

たサツマイモを使

い，作りました。

皮をむいたり，蒸

したりするなどし

たサツマイモを干

して完成です。子

どもたちは，自分たちで育てたサツマイモ

を丁寧に調理していきました。４日ほど干

した芋は甘くとてもおいしかったです。こ

のこっぱいもを使い，こっぱもちをつくる

ことができるそうです。家族でチャレンジ

して食べてみるといいですね。

蒸したものを並べて干します

丁寧に皮をむきます

鹿児島定着度調査について
１月１６日，１７日に県内の５年生を対象
として実施されました。国語では，「情景に
ついて，場面の移り変わりと結び付けて読
むことができるか。」や「自分の考えとそれ
を支える理由の関係を捉えることができる
か。」等について，社会では，「世界の海洋
を正しく理解しているか」や「資料から正
しい情報を読み取ることができるか」等に
ついて，算数では，「示された小数の除法の
求め方について，整数に直した除法の商が
何を表しているのかを判断できる」や「複
数の図形を組み合わせた図形の面積につい
て，量の保存性や加法性を基に捉え，比べ
ることができるか」等について，理科では，
「水を冷やした時の水の様子と温度変化と
の関係について理解しているか」や「温度
による溶ける量の違いについて，予想した
ことに対する実験結果の見通しを適切に考
えることができているか」等について課題
がみられました。
今年も特別チャレンジを実施し，全職員

で基礎学力の定着を目指しました。5・6年
生ともに確実に力をつけています。まだま
だ，領域別にみると苦手な部分があります
ので，個別指導に力を入れ，苦手な部分の
復習も適宜入れていきます。
また，今回の結果を受けて，授業の改善

にも力を入れ，よりわかりやすく，確実に
力の付く授業を目指してまいります。
今後も，チャレンジタイム等を活用して，

少人数という利点を生かし，きめ細やかな
指導をしてまいります。薩摩川内市で言わ
れている，ミドルゴール（5年生）を意識し
て指導してまいります。
それぞれの学年での内容を確実に定着さ

せるためにも，ご家庭でも，家庭学習の見
届けをお願いいたします。

鬼は外！！福は内！！
１月２９日には，全校で
豆まき集会を実施しまし
た。子どもたちは，６年生
や教師が扮した鬼に豆をま
きながら，自分の心の鬼を
追い払うことができまし
た。久しぶりに全校で豆ま
きを実施することができ，うれしそうな子
どもたちでした。

鬼は外！！

福は内！！


